
吉
井
勇
記
念
館
だ
よ
り

吉
井
勇
記
念
館
だ
よ
り

吉
井
勇
記
念
館
だ
よ
り

吉
井
勇
記
念
館
だ
よ
り

吉
井
勇
と
猪
野
々  

～
今
戸
益
喜
宛
て
書
簡
を
も
と
に
～

記
念
講
演

◆
問
い
合
わ
せ
先　

吉
井
勇
記
念
館　

☎
58
・
２
２
２
０

【
日
時
】
８
月
27
日
（
土
）

13
時
30
分
～

【
講
師
】
細
川
光
洋
さ
ん

（
静
岡
県
立
大
学
教
授
）

【
場
所
】
猪
野
々
集
会
所

（
吉
井
勇
記
念
館
隣
）

【
送
迎
バ
ス
】※

要
予
約

香
美
市
役
所
本
庁
舎
よ
り
、
Ｊ

Ｒ
バ
ス
美
良
布
駅
経
由
。　

行
き　

12
時
発

（
美
良
布
駅
12
時
20
分
）　

帰
り　

15
時
50
分
発

２０Kami２１ Kami

 

香
美
市
立
美
術
館
で
は
、
和

田
通
博
の
水
彩
画
や
パ
ス
テ
ル

画
の
展
覧
会
を
行
い
ま
す
。

 

和
田
通
博
は
、
昭
和
25
年
に

高
知
市
春
野
町
に
生
ま
れ
ま
し

た
。
県
展
を
は
じ
め
、
二
科
展
、

一
水
会
展
な
ど
で
活
躍
し
、
洋

画
部
門
と
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
デ
ザ

イ
ン
部
門
の
両
方
で
発
表
を
続

け
て
い
ま
す
。

　

現
在
は
、
高
知

県
美
術
家
協
会
理

事
を
務
め
、
高
新

文
化
教
室
を
は
じ

め
と
し
た
多
く
の

教
室
を
開
設
し
、

後
進
の
指
導
に
当

た
っ
て
い
ま
す
。

水
彩
画
を
数
多
く

手
が
け
、
そ
の
透

明
感
の
あ
る
美
し

さ
は
、
他
の
追
随

を
許
さ
な
い
ほ
ど

魅
力
的
で
す
。

　

地
元
の
春
野
町

は
も
と
よ
り
、
広

く
海
外
に
も
題
材

を
求
め
て
、
個
性

香
美
市
立
美
術
館

ア
ー
ト
の
窓

ア
ー
ト
の
窓

的
で
情
感
豊
か
な
風
景
画
を
生

み
出
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
グ

ラ
フ
ィ
ッ
ク
デ
ザ
イ
ン
の
面
で

は
、
斬
新
な
ア
イ
デ
ア
で
新
し

い
表
現
に
挑
戦
し
続
け
て
い
ま

す
。

　

親
し
み
や
す
い
和
田
通
博
の

作
品
を
通
し
て
、
絵
を
見
る
楽

し
み
と
水
彩
画
の
奥
深
い
豊
か

さ
を
、
ぜ
ひ
味
わ
っ
て
い
た
だ

き
た
い
と
思
い
ま
す
。
暑
い
季

節
、
こ
の
涼
や
か
な
水
彩
画
は
、

き
っ
と
一
服
の
清
涼
剤
と
な
る

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
　
　

（
館
長
・
都
築
房
子
）

吉
井
勇
顕
彰
短
歌
大
会
作
品
募
集

■
作
品
募
集
要
項

【
作
品
】
一
般
の
部
＝
１
人
２

首
ま
で
。
学
生
の
部
（
高
校
生

以
下
）
＝
１
人
１
首
ま
で
。

　

自
作
・
未
発
表
の
も
の
で
主

題
は
自
由
。
応
募
用
紙
ま
た
は

原
稿
用
紙
に
、
住
所
・
氏
名
・

年
齢
・
性
別
・
電
話
番
号
・
大

会
当
日
の
出
欠
・
送
迎
バ
ス
利

用
の
有
無
を
明
記
す
る
こ
と
。

【
出
詠
料
】
２
首
で
千
円
（
１

首
で
も
千
円
）
。
学
生
の
部

（
高
校
生
以
下
）
無
料
。
定
額

小
為
替
ま
た
は
現
金
書
留
で
、

投
稿
時
に
納
め
て
く
だ
さ
い
。

【
応
募
締
切
】

12
月
16
日
（
金
）※

当
日
消
印
有
効

【
選
者
】
▽
玉
井
清
弘
（
Ｎ
Ｈ

Ｋ
学
園
短
歌
講
座
「
友
の
会
」

選
者
・
「
音
」
選
者
）
▽
井
上

佳
香
（
高
知
新
聞
歌
壇
選
者
）

【
賞
】
一
般
の
部
・
学
生
の
部

（
小
学
生
の
部
・
中
高
生
の

部
）
ご
と
に
各
賞
を
選
出
。

【
入
賞
発
表
】
２
月
下
旬

【
注
意
事
項
】

◆
受
付
後
の
作
品
の
取
り
換
え
、 

　

訂
正
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

◆
作
品
の
著
作
権
等
一
切
の
権

　

利
を
主
催
者
が
有
し
ま
す
。

【
申
込
先
】

吉
井
勇
顕
彰
短
歌
大
会
歌
会
係

〒
781－

４
２
４
７　

香
美
市
香
北
町
猪
野
々
５
１
４

和    田    通    博       展
－   水  彩  画  の  魅  力   －

８月２０日（土）～１０月１６日（日）

休館日／毎週月曜日（祝日の場合、火曜日が休館）

夜明け／２０１４年夜明け／２０１４年夜明け／２０１４年

雨上がり／２０１５年雨上がり／２０１５年雨上がり／２０１５年

　

◆
一
般
投
稿
作
品
◆     　
　

広
報
委
員
会　

選

 

し
ゃ
が　
　
　
　

   

お
も
か
げ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

   

著
莪
咲
い
て
俤
遠
き
人
と
な
る 

岡
田
美
代
子

　
　
　
　
　

        　

 　
　
　
　
　
　
　
　
　

   

虫
よ
け
の
バ
ジ
ル
草
に
も
虫
が
つ
く 

岡
本　

初
美

   　
　
　
　
　
　

 　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 　

草
刈
り
て
ち
ち
ぐ
さ
の
葉
の
伸
び
る
時 

小
野
寺
朱
実

         　
　

  　
　
　
　
　
　
　
　

                    

水
張
田
満
月
映
し
夜
の
明
け
る 

楮
佐
古
き
よ

　
　
　

 　
　

や
ま
が　
　
　
　
　
　
　
　
　

  　
　
　

 

万
緑
に
山
家
お
ぼ
れ
て
お
り
に
け
り 
上
池　

児
未

　
　
　
　
　
　
　
　
　

 　
　
　
　
　

子
育
て
に
休
む
間
も
な
し
ぬ
れ
つ
ば
め 

都
築　

忠
義

 　
　
　
　

 　

         

ふ
う
わ
り
と
迷
ひ
蛍
や
軒
の
先 

中
村　

紫
乃

　
　
　
　
　
　

あ
お
ば
ず
く　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

透
析
や
青
葉
木
菟
に
も
身
震
い
す 

福
留
と
も
の
り

  　

                                           

幻
想
の
ホ
タ
ル
の
光
手
に
ひ
と
つ 

三
木　

牧
子

　

                     　
　
　
　
　
　

 　

  　
　
　

      

せ
み　
　

  

脳
ト
レ
の
ジ
ャ
ン
ケ
ン
す
れ
ば
蝉
が
鳴
く 

三
谷　

誠
郎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

草
茂
る
空
屋
に
転
ぶ
三
輪
車 

森
本　

純
喜

                             

ひ
ま
わ
り     

つ
ぼ
み   

日
輪
を
追
ふ
向
日
葵
の
蕾
か
な 

 

森
岡　

秀
野

 　
　
　
　

   　
　
　
　
　
　
　

                  

派
手
好
き
の
卒
寿
の
彼
に
ベ
ス
ト
編
む 

山
﨑　

寿
美

　
　
　
　
　
　
　

夏
の
雨
祖
母
の
命
日
暮
れ
ゆ
け
る 

山
﨑　

貴
子

　
　
　
　
　
　

  

つ
れ
づ
れ         　
　

ど
く
し
ょ

梅
雨
長
し
徒
然
の
今
日
讀
書
し
て 

有
澤　

春
江

　　

◆
美

良

布

俳

句

会

◆

　
　

 　

   　
　
　
　
　
　

 　

             

梅
雨
晴
間
歩
く
日
課
の
顔
揃
ひ 

岡
本
か
ほ
る

や
ま
が
ら　
　

  　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ま  

み　

  

山
雀
と
あ
そ
ぶ
少
女
の
目
見
涼
し 

明
石
ゆ
き
ゑ

  

あ
じ
さ
い　
　
　
　

   　

    　

  　
　
　
　

          

紫
陽
花
の
終
り
し
無
名
の
句
碑
さ
び
し 

北
村　

幸
子

                                                   　
　
　
　
　

  　
　
　
　

     

ア
ジ
サ
イ
の
呼
び
き
し
雨
の
激
し
さ
よ 

北
村　

里
子                                             

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

び  

わ

明
日
の
こ
と
憂
い
な
が
ら
に
枇
杷
を
摘
む 

小
野
川
順
子

　
　
　
　
　
　
　

 　

           

つ
ち

隣
家
よ
り
聞
こ
ゆ
槌
音
梅
雨
の
朝 

前
田　

芳
子

　
　
　
　
　
　

 　
　
　

   

し
ゃ
く
と
り

動
き
い
る
小
枝
尺
蠖
測
り
い
る 

中
内
ゆ
か
り

 　
　

 　
　
　
　
　
　

 　
　
　
　
　
　
　
　
　

ご
き
ぶ
り

週
刊
誌
ま
る
む
を
待
た
ず
御
器
噛
よ 

竹
内　

ろ
草

　

◆
か
が
み
野
俳
句
会
◆

  　

         　
　

  　
　

    　

 

散
歩
圏
少
し
伸
ば
し
て
青
野
原 

古
川　

信
子

　
　
　
　
　

 　
　

思
い
出
の
句
集
を
開
く
梅
雨
籠
り 

利
根　

弘
子

　
　
　
　
　
　

                     　
　

向
日
葵
や
一
本
立
ち
て
雄
々
と 

森
本　

倢
代

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  　

 　
　
　
　
　
　
　

 

星
映
す
棚
田
は
明
日
の
田
植
待
つ 

山
崎　

鈴
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

あ
ぢ
さ
ゐ
や
漁
具
干
す
路
地
の
薄
明
り 

中
澤　

美
晴

　
　
　
　
　

  　
　
　

は
ら　
　

ね  

ぎ　
　
　
　

 　
　

  　
　
　
　
　

      

緑
風
や
磐
座
祓
ふ
禰
宜
の
袖 

佐
竹　

洋
子

　

◆
か

ほ

く

俳

句

会

◆

　
　
　
　
　
　
　
　

 　
　
　

   　

川
の
子
と
な
り
て
涼
し
き
兄
妹 

乾　

真
紀
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 　

 

人
生
は
紫
陽
花
の
ご
と
変
り
ゆ
く 

奥
宮
か
な
え

          　
　
　
　
　
　
　
　
　

  　

唐
紙
に
緩
み
の
見
え
て
梅
雨
に
入
る 

奥
宮
さ
と
み

わ
く
ら
ば 　
　
　
　
　
　
　
　

  　
　
　

  　
　
　
　

 　
　

  

病
葉
や
昨
日
の
色
と
今
日
の
色 

堅
山　

高
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　

              　

 

袋
か
け
海
風
の
出
し
十
一
時 

久
保
内
鏡
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

日
日
違
ふ
老
い
の
体
調
梅
雨
長
し 

黒
岩
千
英
子

  

伝
来
の
鎌
研
ぐ
池
や
月
見
草 

小
松　

隆
之

                                                
風
鈴
の
音
は
そ
れ
ぞ
れ
に
風
一
つ 

小
松　
　

昇

                   　
　
　
　
　
　

                               　
　
　
　
　

 　
　
　
　

路
地
裏
の
猫
の
抜
け
道
花
ぎ
ぼ
し 

杉
山　

春
萌

　
　
　

 　

 　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

花
茨
少
し
水
面
に
触
れ
に
け
り 

野
村　

里
史

　
　
　
　
　
　
　
　
　

      　
　
　

火
を
焚
き
て
梅
雨
晴
の
空
焦
し
け
り 

前
田　

欣
一

               　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  　
　

 

万
緑
の
奥
山
深
き
水
の
音 

前
田　
　

智

                                         　
　
　

   

万
緑
に
沈
み
て
か
ほ
く
句
碑
の
里 

間
崎　

和
代

 　
　
　
　

   　
　
　

 　
　
　
　
　
　
　
　

梅
雨
入
り
と
云
ふ
は
他
国
か
十
勝
晴
れ 

宮
崎
た
だ
し

ろ
う
お
う  　
　

 　
　
　
　
　
　

                     

老
鶯
を
真
近
に
齢
重
ね
け
り 

宗
石　

愛
喜

　
　

                                       　
　

  

つ
た

廃
屋
を
が
ん
じ
が
ら
め
に
蔦
茂
る 

森
本　

之
子

　
　
　
　
　
　

   

ゆ
う
げ　
　
　

  　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

庭
で
摂
る
夕
餉
や
水
恋
鳥
の
声 
　

山
崎
か
ず
み

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

病
葉
と
云
ふ
紅
の
蔦
ひ
と
葉　

 

　
　

山
中　

晶
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

代
掻
く
や
道
路
に
落
と
す
泥
あ
ま
た 

山
中　

瑞
輝

山
頂
の
風
車
を
回
す
青
嵐 

山
中　

花
野

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

う

二
十
余
年
変
ら
ぬ
便
り
新
茶
愛
く 

山
中　

明
石

　
　

 

◆
土
佐
山
田
町
俳
句
会
◆

　
　
　

 

ご
う　

    　
　
　
　
　
　

  

初
鰹
郷
に
嫁
ぎ
し
子
に
持
た
す 

明
石　

韮
生

　
　
　
　
　
　
　
　

   　
　
　
　

        　
　

 

ど
く
だ
み
と
言
う
名
の
花
の
美
し
き 

森
田　

貞
男

　
　
　

                      　
　
　
　
　

こ
ろ
も
が
え

学
童
の
か
る
き
足
取
り
更
衣 

笹
岡　

英
世

  　
　
　
　
　

    　
　
　
　

          

漱
石
の
「
こ
こ
ろ
」
一
冊
夏
座
敷 

西
内　

道
彦

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

こ
ぼ　
　
　

     　
　

 

猫
車
ど
く
だ
み
零
し
こ
ぼ
し
ゆ
く 

安
丸　

槇
子

　
　
　
　
　

 　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

く　

  

玄
界
の
花
い
た
ど
り
の
島
昏
れ
る 

前
田
美
智
子

　
　
　
　

  　
　
　
　
　
　
　

 　
　
　

 　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

お
ぼ
ろ
夜
の
一
番
風
呂
は
仕
舞
ぶ
ろ 

前
田　

小
夜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

「
ふ
る
さ
と
市
」
青
葉
の
風
も
売
っ
て
お
り 

森
田　

菊
恵

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

        

ふ
る
さ
と
は
海
な
き
と
こ
ろ
雨
蛙 

　

橋
本　

昭
和

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

        

鮎
の
香
を
手
に
踊
ら
せ
て
解
禁
日 

大
石　

邦
男

　
　
　
　
　

   　
　
　
　
　
　
　
　

    

空
箱
の
少
し
気
怠
く
戻
り
梅
雨 

樫
谷　

雅
道

　
　
　
　
　
　
　

へ
ん
げ

紫
陽
花
の
変
化
う
な
が
し
水
流
る 

田
村　

一
翠

FAX

脳
ト
レ
の
ジ
ャ
ン
ケ
ン
す
れ
ば
蝉
が
鳴
く

最
近
は
高
齢
者
が
集
ま
っ
て
ゲ
ー
ム
感
覚
で
脳
ト
レ

を
行
う
。
簡
単
な
は
ず
が
、
動
作
が
追
い
つ
か
ず
笑

い
が
起
き
る
。
『
ジ
ャ
ン
ケ
ン
す
れ
ば
蝉
が
鳴
く
』

こ
の
軽
快
な
雰
囲
気
も
ま
た
脳
ト
レ
の
効
果
で
あ
る
。

今
月
の
キ
ラ
リ

　

俳
句
・
短
歌
の
投
稿
方
法　

▼
投
稿
方
法
は
自
由
。
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
を
明

記
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
俳
句
は
偶
数
月
、
短
歌
は
奇
数
月
に
掲
載
し
ま
す
。

掲
載
月
の
前
月
の
１
日
ま
で
に
投
稿
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
誌
面
の
都
合
に
よ
り
掲
載
さ
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま

す
。
な
お
、
選
者
の
添
削
を
不
要
と
す
る
方
は
添
削
不

要
と
記
し
て
く
だ
さ
い
。

【
投
稿
先
】
総
務
課
内
広
報
委
員
会
事
務
局
「
俳
句
・
短
歌
」
係

〒
782

－

８
５
０
１
（
住
所
記
載
不
要
）　

53

・

５
９
５
８


